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福
岡
県
豊
前
市

小
今
井
潤
治
銅
像

田

鍋

隆

男

は
じ
め
に

福
岡
県
の
東
部
、
周
防
灘
に
面
し
た
豊
前
市
街
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
Ｊ
Ｒ
日
豊
本

線
宇
島
駅
か
ら
東
へ
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
に
、
東
西
に
通
る
県

道
一
一
三
号
線
の
東
八
幡
交
差
点
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
県
道
三
二
号
線
（
通
称
市

役
所
通
り
）
を
南
進
し
て
市
役
所
方
向
へ
進
ん
だ
左
手
に
豊
前
市
立
八
屋
中
学
校

が
あ
り
、
そ
の
反
対
側
の
右
手
に
あ
る
道
を
入
っ
て
数
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
左
手

に
大
き
な
木
が
茂
る
小
高
い
丘
が
あ
る
。
そ
こ
に
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
小
今
井
潤
治
の
胸
像
が
頂
上
に
の
っ
た
、
高
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
近

く
の
立
派
な
石
造
の
台
座
が
あ
る
。
こ
の
台
座
の
横
に
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の

大
谷
尊
由
が「
浄
土
真
宗
乗
桂
校
旧
跡
」と
揮
毫
し
た
、
昭
和
八
年（
一
九
三
三
）

に
建
立
さ
れ
た
石
碑
が
建
っ
て
い
る
（
資
料
4
）。
今
で
は
付
近
は
住
宅
地
と
な
っ

て
当
時
を
偲
ば
せ
る
も
の
は
な
い
が
、
こ
こ
に
は
か
つ
て
小
今
井
潤
治
が
創
設
し

た
乗
桂
校
が
あ
っ
て
、
多
く
の
若
者
ら
が
学
ん
だ
そ
の
構
内
の
一
角
に
銅
像
「
小

今
井
潤
治
像
」（
資
料
1
）
が
建
立
さ
れ
て
い
た
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
月
に
建
立
さ
れ
た
小
今
井
潤
治
銅
像
は
、
羽
織
袴

を
着
し
、
両
手
を
垂
下
し
、
左
手
に
念
珠
を
持
っ
て
宇
島
港
方
面
を
見
据
え
て
直

立
し
た
、
高
さ
約
二
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
七
尺
）
の
青
銅
製
の
立
像
で
あ
っ

た
。
し
か
し
太
平
洋
戦
時
下
、
昭
和
十
七
年
頃
か
ら
全
国
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
戦

時
金
属
特
別
回
収
に
よ
っ
て
供
出
さ
れ
、
そ
の
代
替
と
し
て
今
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
胸
像
（
註
1
）
が
台
座
の
上
に
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
胸
像
も
羽

織
を
着
て
正
面
を
向
い
て
お
り
、
以
前
あ
っ
た
銅
像
の
上
半
身
を
再
現
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

小
今
井
潤
治
（
一
八
一
四
〜
一
八
八
七
）
は
幕
末
明
治
期
の
豊
前
宇
島
で
一
時

代
を
築
い
た
豪
商
「
萬
屋
」
の
主
人
で
あ
り
、
ま
た
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の

六
十
三
歳
の
と
き
に
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
第
二
十
一
世
法
主
の
明
如
上
人
（
大

谷
光
尊
）
か
ら
「
乗
桂
」
と
い
う
法
諱
を
下
賜
さ
れ
た
ほ
ど
の
た
い
へ
ん
熱
心
な

浄
土
真
宗
門
徒
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
功
績
は
豊
前
市
内
の
浄
土
真
宗
寺
院
の
普
請

を
は
じ
め
、
明
治
十
二
年
に
は
独
力
で
浄
土
真
宗
の
私
立
大
学
校
「
小
今
井
乗
桂

校
」
を
開
校
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
（
註
2
）。
こ
の
よ
う
な
地
元
へ
の
多
大

の
貢
献
に
対
し
、
大
正
五
年
に
川
内
寿
一
ら
有
志
者
六
氏
が
建
設
委
員
と
な
っ
て

銅
像
建
設
が
発
起
さ
れ
た
（
註
3
、
資
料
3
）。
原
型
は
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
浄

土
真
宗
の
教
義
を
教
育
理
念
と
し
た
福
岡
市
内
の
筑
紫
高
等
女
学
校
（
現
・
筑
紫

女
学
園
中
学
・
高
等
学
校
）
の
図
画
科
教
諭
と
な
っ
た
彫
刻
家
田
中
雪
窓
が
制
作
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し
た
。
鋳
造
は
同
市
内
の
大
学
通
一
丁
目
（
現
・
東
区
馬
出
三
丁
目
）
に
あ
っ
た

石
橋
鉄
工
所
の
石
橋
卯
之
吉
と
同
勘
助
が
担
当
し
、
竣
工
し
た
の
ち
の
十
二
月
十

三
日
に
、
博
多
横
町
（
現
・
博
多
区
下
呉
服
町
）
の
石
工
国
松
藤
次
郎
と
同
藤
七

が
制
作
し
た
石
製
台
座
の
上
に
据
え
付
け
ら
れ
た
（
註
4
）。

こ
の
稿
で
は
戦
時
金
属
特
別
回
収
で
消
失
し
た
銅
像
「
小
今
井
潤
治
像
」
を
紹

介
す
る
。

小
今
井
潤
治
に
つ
い
て

小
今
井
潤
治
に
つ
い
て
は
台
座
背
面
に
嵌
入
さ
れ
て
い
る
、
こ
れ
ま
た
青
銅
製

な
が
ら
回
収
を
免
れ
た
碑
文
（
資
料
2
）
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
碑
文
は
す

べ
て
漢
文
で
書
か
れ
て
お
り
、
漢
字
の
総
数
は
一
五
九
五
字
で
あ
る
。
な
お
撰
文

は
本
願
寺
執
行
長
や
立
教
七
百
年
記
念
慶
讃
事
務
理
事
長
、
さ
ら
に
龍
谷
大
学
財

団
理
事
長
な
ど
を
歴
任
し
た
、
大
分
県
中
津
市
に
あ
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
照
雲

寺
の
住
職
松
島
善
海
（
一
八
五
五
〜
一
九
二
三
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
碑
文
を
も
と
に
小
今
井
潤
治
の
経
歴
を
み
て
み
る
。

豊
前
宇
島
は
古
く
は
「
鵜
洲
」
と
称
さ
れ
た
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
で
、
北
は
遠

く
海
を
隔
て
て
防
長
を
臨
み
、
南
は
油
布
彦
岳
（
由
布
岳
・
英
彦
山
）
一
帯
の
連

山
へ
と
通
じ
る
。
古
来
山
川
霊
淑
の
気
に
満
ち
た
と
こ
ろ
に
偉
人
が
生
ま
れ
る
と

い
う
が
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
八
月
十
六
日
、
小
今
井
潤
治
は
上
毛
郡
小

祝
村
（
現
・
大
分
県
中
津
市
小
祝
）
に
亀
安
正
広
の
第
三
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

母
は
大
江
氏
の
出
で
あ
る
。
諱
は
末
広
、
通
称
助
九
郎
と
い
い
、
の
ち
に
潤
治
と

改
名
、
号
は
亀
遊
と
称
し
た
。
一
家
は
文
政
年
間
（
一
八
一
八
〜
三
〇
）
に
小
祝

村
か
ら
宇
島
村
に
転
居
し
て
い
る
。
幼
い
時
か
ら
た
い
へ
ん
俊
敏
で
賢
い
子
だ
っ

た
の
で
、
そ
の
聡
明
さ
を
見
込
ん
で
叔
父
の
小
今
井
助
右
衛
門
が
潤
治
を
長
女
の

配
偶
者
と
し
て
迎
え
、
小
今
井
家
の
養
嗣
子
と
し
た
。
家
督
を
継
い
だ
潤
治
は
家

業
に
励
み
多
年
の
刻
苦
に
も
耐
え
、
斯
道
の
秘
奥
を
見
極
め
、
機
を
見
る
こ
と
神

億
の
ご
と
く
に
し
て
、
し
ば
し
ば
人
の
意
表
を
つ
く
よ
う
な
企
画
を
た
て
た
り
し

て
、
中
国
漢
代
の
英
傑
張
良
の
知
恵
と
勇
気
に
た
と
え
て
商
界
の
名
将
と
称
え
ら

れ
た
。
人
は
偉
人
の
お
陰
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、
小
今
井
潤
治
は
人
々

が
縦
横
に
馳
駆
す
る
の
を
見
守
り
、
そ
の
気
は
万
軍
を
圧
す
る
よ
う
な
勢
い
に
満

ち
、
も
は
や
敵
対
す
る
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
潤
治
が
常
に
口
に
し
て
い

る
こ
と
は
、
勝
つ
こ
と
に
慣
れ
て
何
と
も
思
わ
な
い
も
の
は
智
者
で
は
な
い
。
退

守
の
時
を
失
わ
ず
一
進
一
退
を
く
り
か
え
す
こ
と
に
よ
り
、
必
ず
好
機
が
訪
れ
そ

し
て
巨
万
の
富
を
築
く
に
至
る
と
。
こ
う
し
て
、
人
々
が
九
州
の
素
封
家
と
し
て

真
っ
先
に
挙
げ
る
人
物
は
、
宇
島
の
萬
屋
の
小
今
井
潤
治
と
い
う
よ
う
に
な
っ

た
。明

治
十
一
年
（
戊
寅
、
一
八
七
八
）、
汽
船
「
龍
丸
」
と
さ
ら
に
「
大
龍
丸
」

を
建
造
し
て
商
船
会
社
を
設
立
し
海
運
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
ろ
、
潤
治
は
自
分

の
事
よ
り
も
窮
民
を
助
け
る
こ
と
に
意
を
注
ぎ
、
毎
年
米
四
一
〇
余
石
と
金
八
〇

〇
〇
余
円
を
拠
出
し
た
。
ま
た
数
年
か
け
て
宇
島
港
を
改
修
す
る
と
き
は
、
一
般

町
民
が
そ
の
巨
額
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
み
ず
か
ら

巨
費
を
投
じ
て
完
成
さ
せ
た
。
民
が
益
す
る
よ
う
に
そ
の
徳
が
身
に
着
く
よ
う
に

す
る
そ
の
心
情
は
、
慈
母
が
赤
子
に
与
え
る
正
に
そ
れ
で
あ
っ
た
。
潤
治
は
多
年

小
倉
と
千
束
両
藩
に
身
心
と
も
に
尽
く
し
て
勤
め
、
時
に
は
献
金
す
る
こ
と
で
藩

の
用
度
に
応
じ
た
。
是
に
よ
り
両
藩
主
か
ら
、
と
き
ど
き
そ
の
功
労
を
賞
し
て
名
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刀
や
書
画
幅
な
ど
が
下
賜
さ
れ
た
。
と
き
に
昇
任
し
て
馬
廻
班
に
列
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
実
に
一
家
の
光
栄
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
中
津
藩
の
た
め

に
尽
力
し
藩
主
か
ら
物
賞
を
賜
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
廃
藩
以
後
は
ま
す
ま
す
公

共
の
た
め
に
尽
瘁
す
る
こ
と
に
な
る
。

明
治
七
年
（
甲
戌
、
一
八
七
四
）
に
は
小
倉
県
庁
に
教
育
資
金
と
し
て
一
〇
〇

〇
円
を
献
金
。
ま
た
火
災
に
よ
っ
て
二
三
戸
が
罹
災
す
れ
ば
、
義
捐
金
八
五
〇
円

を
寄
付
し
官
庁
か
ら
銀
盃
を
、
さ
ら
に
道
路
修
繕
費
と
し
て
一
〇
〇
〇
円
を
寄
付

し
た
の
で
三
重
銀
盃
を
受
領
し
た
。
翌
年
に
は
ま
た
し
て
も
火
災
に
あ
っ
た
町
民

の
た
め
に
四
六
〇
円
を
拠
出
、
さ
ら
に
困
窮
し
て
い
る
土
木
事
業
従
事
者
の
糊
口

を
凌
ぐ
た
め
に
工
賃
を
拠
出
し
た
。
明
治
九
年
（
丙
子
、
一
八
七
六
）
に
は
県
下

の
奨
学
資
金
と
し
て
一
〇
〇
〇
円
を
提
供
し
三
重
銀
盃
を
受
領
。
こ
の
ほ
か
に
小

今
井
潤
治
の
義
挙
は
枚
挙
に
遑
な
く
、
慶
応
の
こ
ろ
か
ら
拠
出
し
て
き
た
義
捐
金

は
二
〇
万
円
を
下
ら
な
い
と
い
う
。

潤
治
は
以
前
か
ら
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
、
晩
年
に
至
っ
て
信
心
は
益
々
深
ま

り
、
自
ら
世
に
処
す
る
こ
と
は
務
め
て
仏
恩
に
報
い
る
こ
と
を
常
念
と
し
た
。
手

に
は
常
に
念
珠
を
執
り
、
そ
の
心
は
仏
が
安
置
さ
れ
た
お
堂
の
ご
と
く
壮
大
華
麗

に
し
て
宏
壮
に
し
て
清
浄
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
そ
の
室
に
入
る
者
は
自
然
と
崇
仰

の
念
が
毎
朝
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
潤
治
は
自
ら
礼
誦
を
作
り
家
族
皆
も
同
様
に

列
し
て
求
法
の
た
め
に
唱
和
し
た
。
時
に
は
遠
く
離
れ
た
、
都
会
で
あ
ろ
う
が
田

舎
で
あ
ろ
う
が
知
識
を
得
る
た
め
に
訪
ね
行
き
、
身
を
挺
し
て
高
僧
に
教
え
を
請

い
、
講
話
を
聞
く
こ
と
を
無
上
の
楽
し
み
と
し
て
い
た
。

潤
治
が
か
つ
て
、
宇
佐
宮
の
神
輿
が
村
に
入
る
夢
を
見
た
と
き
、
翌
日
、
釈
迦

が
七
つ
の
場
所
で
九
回
の
集
会
を
開
い
て
説
法
を
お
こ
な
っ
て
い
る
画
を
持
っ
た

客
人
が
来
た
。
話
を
聞
く
と
こ
れ
は
も
と
も
と
宇
佐
宮
の
神
輿
の
内
側
に
貼
ら
れ

て
い
た
も
の
で
、
王
政
維
新
後
に
は
が
さ
れ
、
廻
り
ま
わ
っ
て
自
分
の
手
に
入
る

こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
潤
治
は
こ
れ
は
正
夢
だ
と
思
い
直
ち
に
こ
れ
を
買
い
求

め
た
。
そ
し
て
上
洛
し
て
本
山
を
参
詣
し
こ
れ
を
進
納
し
た
。
こ
の
と
き
法
主
明

如
上
人
に
面
会
す
る
こ
と
が
で
き
、
殊
に
厚
遇
さ
れ
て
「
乗
桂
」
と
い
う
法
諱
を

賜
わ
っ
た
。
さ
ら
に
上
人
自
筆
の
短
冊
や
懐
紙
に
書
か
れ
た
自
製
の
和
歌
を
は
じ

め
、
正
信
偈
和
讃
の
一
部
を
認
め
た
額
、
中
国
南
宋
末
か
ら
元
時
代
に
か
け
て
活

躍
し
た
文
人
画
家
趙
子
昴
の
帰
去
来
書
画
幅
、
同
人
の
馬
画
幅
、
お
よ
び
銀
天
目

が
下
賜
さ
れ
た
。

小
今
井
潤
治
は
数
々
の
寄
付
を
し
て
い
る
。
明
治
七
年（
甲
戌
、
一
八
七
四
）、

光
専
寺
が
本
堂
を
改
築
す
る
と
い
う
の
で
三
五
〇
〇
円
を
寄
付
し
た
。
同
様
に
正

円
寺
の
本
堂
や
、
正
法
寺
の
厨
房
、
教
円
寺
の
本
堂
と
正
門
を
改
築
す
る
と
き
も

そ
れ
ぞ
れ
の
寺
に
寄
付
を
し
た
。
さ
ら
に
神
像
が
相
撲
を
と
る
の
で
有
名
な
八
幡

古
表
神
社
の
拝
殿
修
築
や
池
田
（
足
切
）
神
社
の
参
拝
道
の
整
備
に
も
寄
付
し
て

い
る
。
さ
ら
に
慶
応
元
年
（
乙
丑
、
一
八
六
五
）
に
あ
っ
た
乙
丑
の
役
に
際
し
、

小
倉
藩
は
大
砲
を
作
る
た
め
に
諸
寺
の
梵
鐘
を
供
出
さ
せ
た
の
で
、
諸
寺
が
遺
憾

に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
巨
費
を
投
じ
て
梵
鐘
五
八
口
を
鋳
造
し
て
梵
鐘
を

失
っ
た
各
寺
に
納
め
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
明
治
八
年
（
乙
亥
、
一
八
七
五
）
に

は
菩
提
寺
に
大
蔵
経
を
奉
納
し
て
い
る
。
先
人
が
か
つ
て
浄
財
を
募
っ
て
こ
れ
を

購
入
し
よ
う
し
た
と
こ
ろ
、
黄
檗
山
で
一
〇
の
う
ち
三
つ
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た

と
い
う
の
で
、
こ
れ
ま
た
巨
費
を
投
じ
て
黄
檗
本
二
〇
〇
余
帙
を
求
め
て
そ
の
不

足
分
を
補
完
し
た
。
明
治
十
年
（
丁
丑
、
一
八
七
七
）
の
冬
に
は
、
慈
恵
活
動
を

補
助
す
る
た
め
に
楽
善
社
へ
五
〇
〇
円
を
寄
付
し
て
い
る
。六
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明
治
九
年
（
丙
子
、
一
八
七
六
）
に
明
治
新
政
府
が
国
民
の
信
教
の
自
由
を
許

し
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
外
来
の
宗
教
が
蔓
延
し
た
。
潤
治
は
こ
れ
を
憂
い
、

さ
ら
に
宗
門
の
前
途
を
深
慮
し
て
僧
侶
に
接
す
る
た
び
に
慨
然
と
し
て
、
こ
ん
に

ち
の
宗
門
の
急
務
は
ひ
と
え
に
人
材
の
育
成
で
あ
る
と
説
い
た
。
そ
こ
で
明
治
十

二
年
に
潤
治
は
、
浄
土
真
宗
の
教
え
に
根
差
し
た
私
立
大
学
校
を
設
立
開
校
し
、

「
乗
桂
教
校
」
と
命
名
し
た
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
学
林
（
今
の
龍
谷
大
学
の

前
身
）
か
ら
東
陽
円
月
（
一
八
一
八
〜
一
九
〇
二
）
ら
勧
学
諸
師
を
招
聘
し
て
熱

心
に
教
育
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
名
声
は
四
方
に
つ
た
わ
り
学
徒
は
遠
く
か
ら
も

笈
を
か
る
っ
て
登
校
し
、
学
業
は
隆
盛
を
き
わ
め
他
校
の
追
随
を
許
さ
な
か
っ
た

と
い
う
。
潤
治
の
宿
志
は
こ
こ
に
達
成
さ
れ
、
爾
来
一
〇
年
間
に
同
校
へ
入
学
し

た
も
の
は
約
三
〇
〇
〇
人
。
今
や
真
宗
の
干
城
と
な
る
が
、
そ
の
間
に
お
よ
そ
二

〇
万
円
も
の
巨
費
が
投
じ
ら
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
七
月
十
三
日
、
潤
治
は
浪
華
の
別
邸
で
突

然
病
に
か
か
り
薬
石
の
効
も
な
く
逝
去
し
た
。
享
年
七
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
翌
日

に
仮
葬
儀
が
行
わ
れ
、
遺
骸
は
宇
島
に
運
ば
れ
て
十
七
日
に
葬
儀
、
櫨
山
に
あ
る

先
祖
伝
来
の
墓
に
葬
ら
れ
た
。
潤
治
に
は
五
男
五
女
の
子
が
い
た
が
、
長
男
高
之

助
は
早
世
し
、
二
女
は
菅
原
家
に
嫁
ぐ
が
逝
去
、
二
男
の
宗
治
も
家
督
を
継
い
で

間
も
な
く
逝
去
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
子
供
た
ち
は
次
々
と
亡
く
な
り
、
宗
治

に
嗣
子
が
無
か
っ
た
の
で
、
親
族
の
合
議
に
よ
っ
て
甥
の
小
今
井
正
史
が
家
督
を

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

今
回
、
小
今
井
潤
治
没
後
三
十
年
に
あ
た
り
翁
の
遺
徳
を
偲
ん
で
、
有
志
諸
士

の
拠
金
に
よ
り
銅
像
を
建
立
し
、
そ
の
功
績
を
末
永
く
伝
え
る
よ
う
に
銘
板
に
刻

む
こ
と
に
な
っ
た
。
銘
に
曰
く
、「
豊
前
に
偉
人
あ
り
、
商
界
の
傑
人
な
り
。
巨

万
の
富
を
得
る
が
、
そ
の
心
は
高
潔
に
し
て
、
常
に
公
益
の
た
め
に
図
る
。
時
に

は
多
く
の
金
を
拠
出
し
、
憐
れ
ん
で
は
窮
民
に
施
し
、
そ
の
恵
は
普
く
行
き
渡
っ

た
。
晩
年
に
は
三
宝
を
敬
い
、
そ
の
浄
信
は
堅
固
で
あ
る
。
学
校
を
建
て
人
に
教

育
を
施
し
、
仏
法
を
護
り
続
け
た
。
地
元
の
人
々
の
追
慕
の
念
は
深
く
、
銅
像
お

よ
び
碑
を
建
立
し
、
そ
の
遺
徳
が
い
つ
ま
で
も
伝
わ
る
よ
う
、
そ
の
英
姿
を
仰
ぎ

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。」

銅
像
の
作
者
田
中
雪
窓
に
つ
い
て

銅
像
原
型
の
作
者
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
月
か
ら
亡
く
な
る
昭
和
六

年
（
一
九
三
一
）
二
月
ま
で
の
十
四
年
四
か
月
間
、
福
岡
市
警
固
本
通
り
（
現
・

福
岡
市
中
央
区
警
固
）
に
あ
る
、
筑
紫
高
等
女
学
校
の
図
画
科
教
諭
を
つ
と
め
た

彫
刻
家
田
中
雪
窓
で
あ
る
（
註
5
）。

田
中
雪
窓
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
六
月
一
日
に
福
岡
城
下
（
註
6
）
に
於

い
て
、
福
岡
藩
御
用
具
足
師
の
田
中
源
工
貞
成
（
註
7
）
を
父
に
、
平
野
吉
蔵
能

栄
の
次
女
ツ
チ
（
註
8
）
を
母
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
本
名
を
助
太
郎
と
い

い
、
地
元
の
小
学
校
を
卒
業
後
長
崎
に
行
き
、
加
伯
利
英
和
学
校
（
註
9
）
を
明

治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
七
月
に
卒
業
。
そ
の
間
に
長
崎
の
日
本
画
家
塚
本
梅
雪

に
書
画
を
学
び
、「
雪
窓
」
の
雅
号
を
得
て
い
る
。
以
後
こ
の
雅
号
を
彫
刻
に
も

絵
画
作
品
に
も
使
用
し
て
お
り
、
本
名
よ
り
も
雅
号
に
愛
着
を
も
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
、
筑
紫
高
等
女
学
校
に
採
用
さ
れ
る
と
き
に
提
出
し
た
自
筆
履
歴
書
に
は
、

本
名
で
な
く
雅
号
の「
田
中
雪
窓
」を
用
い
、
そ
の
左
わ
き
に
小
さ
く
本
名
の「
助

太
郎
事
」
と
記
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
長
崎
遊
学
中
に
は
、
美
術
の
ほ
か
に
課

六
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外
に
漢
学
を
宗
お
よ
び
辛
島
氏
の
も
と
で
学
ん
だ
り
、
在
留
ア
メ
リ
カ
人
に
絵
画

の
家
庭
教
師
を
し
た
り
し
て
い
る
（
註
10
）。

そ
の
後
上
京
し
て
明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）九
月
、
東
京
美
術
学
校（
現
・

東
京
芸
術
大
学
）
に
第
二
回
生
と
し
て
入
学
（
註
11
）。
明
治
二
十
四
年
七
月
に
二

年
間
の
普
通
科
を
終
え
て
、
九
月
に
専
修
科
の
彫
刻
科
に
進
学
し
た
（
註
12
）。
こ

の
こ
ろ
の
彫
刻
科
は
木
彫
に
限
ら
れ
て
お
り
、
斯
界
の
泰
斗
高
村
光
雲
教
授
の
指

導
を
受
け
て
い
る
。
明
治
二
十
四
年
の
美
校
あ
げ
て
の
大
事
業
で
あ
っ
た
楠
公
銅

像
制
作
の
と
き
に
は
、
光
雲
の
原
型
制
作
の
一
部
を
手
伝
っ
た
（
註
13
）
と
い
う
。

こ
の
経
験
は
の
ち
に
大
き
な
銅
像
を
制
作
す
る
と
き
に
大
い
に
役
立
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
専
修
科
二
年
の
と
き
に
制
作
し
た
「
牛
置
物
」
は
、
翌
年
の
明
治
二

十
六
年
に
米
国
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
に
出
陳
さ
れ
て
い
る
（
註

14
）。
さ
ら
に
彫
刻
ば
か
り
で
な
く
、
雅
号
を
賜
る
ほ
ど
親
し
ん
だ
日
本
画
の
研

鑽
を
積
む
た
め
に
、
同
校
の
日
本
画
教
授
巨
勢
小
石
の
画
塾
に
通
っ
て
、
巨
勢
金

岡
派
の
画
風
も
研
究
し
て
い
る
（
註
15
）。
明
治
二
十
七
年
七
月
に
東
京
美
術
学
校

本
科
を
卒
業
、
明
治
三
十
年
七
月
に
は
図
画
教
員
の
免
許
状
を
取
得
し
て
い
る
。

以
後
東
京
、
高
知
、
鹿
児
島
、
熊
本
県
下
の
学
校
で
美
術
教
諭
と
し
て
赴
任
（
註

16
）
し
て
い
る
が
、
大
正
五
年
十
月
一
日
に
は
郷
里
に
も
ど
り
筑
紫
高
等
女
学
校

に
嘱
託
と
し
て
採
用
さ
れ
、
半
年
後
の
翌
年
四
月
二
日
に
は
正
式
教
諭
と
な
っ
て

い
る
。

雪
窓
は
多
忙
な
教
員
の
か
た
わ
ら
寸
暇
を
惜
し
ん
で
銅
像
制
作
に
従
事
し
て
い

る
。
雪
窓
は
東
京
美
術
学
校
在
学
中
に
郷
土
の
勤
皇
の
志
士
で
あ
り
自
分
の
叔
父

の
肖
像
を
、
平
野
国
臣
の
兄
弟
姉
妹
が
生
存
中
に
取
材
し
て
描
き
上
げ
る
こ
と
を

発
起
し
、
様
々
な
人
の
意
見
を
聞
い
て
ま
わ
っ
て
肖
像
の
完
成
度
を
高
め
よ
う
と

努
め
、
描
き
終
わ
る
の
に
八
年
を
費
や
し
た
（
註
17
）。
雪
窓
の
人
物
彫
刻
制
作
に

対
す
る
姿
勢
が
伺
え
る
。
そ
し
て
雪
窓
は
明
治
四
十
四
年
に
発
会
し
た
平
野
国
臣

先
生
顕
彰
会
に
、
熊
本
女
学
校
に
本
格
的
に
就
職
し
た
大
正
三
年
か
ら
補
佐
す
る

よ
う
に
な
る
。
同
年
の
夏
に
は
同
会
の
事
業
に
専
従
し
て
国
臣
の
相
貌
や
故
実
な

ど
の
調
査
研
究
に
専
念
し
、
銅
像
建
設
の
発
起
人
の
ひ
と
り
と
し
て
、
会
長
の
委

嘱
を
受
け
て
一
時
教
職
を
な
げ
う
っ
て
原
型
制
作
に
没
頭
し
た
。
高
村
光
雲
の
指

導
の
も
と
に
中
心
と
な
っ
て
制
作
し
た
原
型
（
註
18
）
は
、
深
見
平
次
郎
の
鋳
物

工
場
に
て
鋳
造
さ
れ
、
像
高
約
三
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
一
丈
二
尺
）
の
平
野

国
臣
銅
像
が
大
正
四
年
十
月
に
福
岡
市
西
公
園
に
建
立
さ
れ
た
。

次
い
で
大
正
五
年
七
月
か
ら
九
月
頃
に
、
故
小
今
井
潤
治
像
の
原
型
制
作
の
依

頼
が
来
た
。
筑
紫
高
等
女
学
校
に
提
出
し
た
自
筆
履
歴
書
に
は
「
築
上
郡
宇
ノ
島

故
小
今
井
潤
治
翁
報
徳
彰
会
ハ
銅
像
建
設
ノ
為
メ
原
型
製
作
中
途
行
キ
難
メ
ル
際

ニ
付
同
会
ヨ
リ
ノ
依
頼
ニ
ヨ
リ
原
型
ヲ
改
作
ス
」
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
で
に
原

型
制
作
は
始
ま
っ
て
い
た
が
、
中
途
で
行
き
づ
ま
っ
た
の
で
雪
窓
に
依
頼
し
て
き

た
こ
と
が
わ
か
る
。
雪
窓
が
依
頼
を
受
け
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
宗
教
が
関
係
し
て

い
る
の
か
と
思
わ
れ
た
が
、
雪
窓
が
筑
紫
高
等
女
学
校
に
採
用
さ
れ
る
前
の
こ
と

で
あ
り
、
浄
土
真
宗
の
繋
が
り
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
（
註
19
）。

こ
の
ほ
か
に
も
大
正
十
二
年
に
山
口
県
長
府
に
坐
高
約
一
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
（
四
尺
）
の
絵
師
狩
野
芳
崖
銅
像
（
註
20
）。
大
正
十
四
年
に
平
藤
米
太
郎
が
鋳

造
し
た
、
佐
賀
県
武
雄
市
西
福
寺
の
誉
与
上
人
銅
像
（
註
21
）。
同
年
の
長
崎
県
佐

世
保
市
鵜
渡
越
に
深
見
鋳
工
場
で
鋳
造
し
た
、
像
高
約
四
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（
一
丈
五
尺
）
の
親
鸞
聖
人
銅
像
（
註
22
）。
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
無
報

酬
に
て
一
切
を
負
担
し
た
と
い
う
、
福
岡
市
西
公
園
に
建
設
さ
れ
た
平
藤
鋳
造
所

六
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制
作
の
、
像
高
約
三
〇
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
一
丈
）
の
吉
岡
友
愛
大
佐
銅
像
（
註

23
）。
昭
和
二
年
に
佐
賀
県
武
雄
市
に
親
鸞
上
人
銅
像
（
註
24
）。
昭
和
四
年
に
同

じ
く
西
公
園
に
像
高
約
三
〇
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
一
丈
）
の
筑
前
の
勤
皇
志
士

加
藤
司
書
銅
像
（
註
25
）
を
制
作
し
て
い
る
。
そ
の
当
時
の
新
聞
記
事
に
加
藤
司

書
功
績
顕
彰
会
が
「
東
京
彫
刻
界
の
泰
斗
に
原
型
制
作
を
依
頼
す
る
」（
註
26
）
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
は
小
今
井
潤
治
像
同
様
、
雪
窓
以
外
の
彫
刻
家
に
依
頼
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
同
年
に
続
け
て
八
女
郡
の
農
林
事
務
所
構
内
に
稲
の
害

虫
駆
除
予
防
の
先
覚
者
益
田
素
平
銅
像
（
註
27
）
を
、
昭
和
五
年
に
久
留
米
市
田

主
丸
祇
園
社
公
園
（
現
・
素
戔
嗚
神
社
裏
）
に
像
高
約
二
一
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（
七
尺
二
寸
）
の
素
封
家
林
田
守
隆
銅
像
（
註
28
）
の
原
型
を
制
作
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
は
す
べ
て
太
平
洋
戦
時
下
の
金
属
特
別
回
収
で
失
わ
れ
て
お
り
、

今
で
は
鑑
賞
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
彫
刻
の
ほ
か
に
日
本
画
で
も
す
ぐ
れ
た
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
大
正
十

二
年
（
一
九
二
三
）
の
福
岡
市
記
念
館
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
福
岡
美
術
会
美
術

展
（
註
29
）
に
「
松
」
を
、
翌
年
の
福
岡
県
商
品
陳
列
所
で
開
催
さ
れ
た
扇
面
団

扇
書
画
展
覧
会
（
註
30
）
に
も
出
品
し
て
、
彫
刻
と
日
本
画
の
両
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
。

雪
窓
は
制
作
活
動
ば
か
り
で
な
く
地
元
の
美
術
界
発
展
の
た
め
に
も
尽
力
し
て

い
る
。
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
福
岡
市
記
念
博
物
館
と
記
念
館
で
開
催
さ

れ
た
、
長
政
公
三
百
年
祭
記
念
美
術
展
で
は
審
査
委
員
（
註
31
）
を
つ
と
め
、
こ

の
展
覧
会
を
機
に
県
下
の
美
術
家
約
四
〇
名
が
集
結
し
て
、
美
術
の
向
上
発
展
の

た
め
に
結
成
さ
れ
た
福
岡
美
術
会
で
は
、
結
成
以
来
永
く
評
議
員
（
註
32
）
を
つ

と
め
て
い
る
。

田
中
雪
窓
は
筑
紫
高
等
女
学
校
在
職
中
の
昭
和
六
年
二
月
五
日
午
後
、
か
ね
て

よ
り
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
逝
去
し
た
。
享
年
六
十
一
歳
で
あ
っ
た
（
註
33
）。

銅
像
を
鋳
造
し
た
鋳
物
師
石
橋
卯
之
吉
に
つ
い
て

小
今
井
潤
治
銅
像
の
鋳
造
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
福
岡
市
大
学
通
一
丁
目
に
鋳

造
所
を
も
つ
鋳
物
師
石
橋
卯
之
吉
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
台
座
背
面
の
碑
文
の
下

方
に
嵌
め
込
ま
れ
た
青
銅
製
板
に
、
建
設
委
員
六
人
と
石
製
台
座
を
制
作
し
た
石

工
国
松
藤
太
郎
と
と
も
に
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
資
料
3
）。「
大
学
通
」
は
、
い

ま
の
国
道
三
号
線
石
堂
橋
交
差
点
の
東
に
あ
る
千
代
三
丁
目
交
差
点
か
ら
東
へ
通

じ
る
、
九
州
大
学
医
学
部
正
門
前
を
通
る
通
り
で
、「
大
学
通
一
丁
目
」
は
九
州

大
学
医
学
部
付
近
で
あ
る
（
註
34
）。

石
橋
卯
之
吉
は
明
治
三
十
三
年
三
月
に
吉
塚
か
ら
春
吉
寺
町
へ
移
転
し
、
業
務

を
拡
張
し
鉱
山
用
お
よ
び
精
米
用
諸
器
械
製
作
で
は
確
実
に
注
文
に
応
じ
る
よ
う

に
し
て
い
た
（
註
35
）。「
移
転
拡
張
広
告
」
に
は
「
弊
工
場
事
業
ノ
為
メ
肩
書
之

処
ニ
移
転
仕
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
石
油
発
動
機
な
ど
の
機
械
製
作
の
た
め
で
、

銅
像
な
ど
の
鋳
造
は
「
大
学
通
」
の
工
場
で
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

当
時
の
博
多
鋳
物
業
界
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
礒
野
家
と
深
見
家
が
双
璧
で
あ

る
が
、
ほ
か
に
同
じ
く
歴
史
を
持
つ
山
鹿
家
な
ど
の
老
舗
に
交
じ
っ
て
、
石
橋
家

も
着
実
に
鋳
物
業
界
で
の
地
位
を
確
保
し
、
多
く
の
銅
像
や
記
念
碑
な
ど
を
鋳
造

し
て
い
る
。
石
橋
家
の
創
業
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
鋳
造
し
た
事
例
を
列
挙
し
て

そ
の
活
動
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

明
治
四
十
四
年
四
月
に
据
付
け
落
成
し
た
、
博
多
恵
比
須
橋
通
（
現
・
福
岡
市

七
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博
多
区
千
代
三
丁
目
）
の
新
道
記
念
碑
を
鋳
造
。
碑
は
恵
比
須
が
左
脇
に
鯛
を
抱

え
千
代
松
原
か
ら
恵
比
須
橋
を
指
さ
し
て
い
る
姿
の
立
像
で
、
台
座
の
石
工
は
国

松
で
あ
る
（
註
36
）。
明
治
四
十
五
年
五
月
こ
ろ
に
は
、
筑
紫
郡
太
宰
府
町
（
現
・

太
宰
府
市
宰
府
四
丁
目
）
の
太
宰
府
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
青
銅
製
神
馬
を
鋳
造
。

こ
れ
を
報
じ
た
新
聞
記
事
の
石
橋
鋳
工
所
の
住
所
は
「
福
岡
市
外
千
代
」
と
な
っ

て
い
る
（
註
37
）。
大
正
三
年
三
月
こ
ろ
に
は
田
川
郡
香
春
町
香
春
の
高
座
石
寺
に

建
立
さ
れ
た
医
師
加
藤
玄
秀
銅
像
を
鋳
造
。
原
型
は
博
多
下
祇
園
町
の
博
多
人
形

師
中
ノ
子
市
兵
衛
が
担
当
し
て
い
る
。
新
聞
記
事
で
は
住
所
は
「
福
岡
市
外
医
科

大
学
通
」
で
、
工
場
名
は
「
石
橋
卯
之
吉
鋳
造
業
工
場
」
と
な
っ
て
い
る
（
註
38
）。

同
年
四
月
こ
ろ
久
留
米
市
で
開
催
さ
れ
た
久
留
米
共
進
会
演
芸
場
付
近
に
設
置
さ

れ
た
唐
銅
製
馬
を
鋳
造
。
共
進
会
が
閉
会
し
た
あ
と
は
水
天
宮
に
奉
納
さ
れ
る
予

定
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
註
39
）。
同
年
六
月
こ
ろ
に
除
幕
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
大

分
県
宇
佐
郡
封
戸
村
（
現
・
宇
佐
市
）
の
自
邸
に
設
置
さ
れ
た
貴
族
院
議
員
水
之

江
浩
銅
像
を
鋳
造
。
原
型
は
博
多
下
祇
園
町
の
博
多
人
形
師
中
ノ
子
市
兵
衛
が
制

作
し
て
い
る
（
註
40
）。
さ
ら
に
大
正
五
年
五
月
に
は
嘉
穂
郡
飯
塚
町
（
現
・
飯
塚

市
本
町
）
の
真
福
寺
の
梵
鐘
を
改
鋳
。
新
聞
記
事
の
住
所
は
「
粕
屋
郡
箱
崎
町
」

と
あ
る
（
註
41
）。
そ
し
て
同
年
十
二
月
十
三
日
に
築
上
郡
宇
島
町
字
松
中
（
現
・

豊
前
市
）
に
設
置
さ
れ
た
小
今
井
潤
治
銅
像
が
鋳
造
（
註
42
）
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
大
正
七
年
八
月
に
逝
去
す
る
と
直
ち
に
銅
像
建
設
が
発
起
さ
れ
た
医
師
宮
城

犬
三
の
銅
像
を
鋳
造
し
、
田
川
郡
添
田
町
野
田
に
あ
る
賀
茂
神
社
境
内
に
建
立
し

た
（
註
43
）。
大
正
八
年
十
一
月
に
除
幕
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
久
留
米
市
通
町
五
丁

目
に
設
置
さ
れ
た
久
留
米
絣
の
功
労
者
国
武
喜
次
郎
銅
像
を
鋳
造
（
註
44
）。
大
正

十
二
年
五
月
に
筥
崎
宮
の
一
の
鳥
居
横
に
、
粕
屋
郡
笹
栗
町
出
身
の
衆
議
院
議
員

藤
金
作
が
奉
献
し
た
青
銅
製
狛
犬
を
鋳
造
。
石
造
台
座
に
は
「
福
岡
医
科
通
り
／

鋳
造
師
石
橋
卯
之
吉
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
の
が
今
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
年
十
一
月
こ
ろ
に
粕
屋
郡
篠
栗
町
に
建
立
さ
れ
た
篠
栗
新
四
国
霊
場
の
功
労
者

木
原
喜
造
銅
像
を
鋳
造
（
註
45
）。
同
じ
く
篠
栗
新
四
国
霊
場
の
創
始
者
藤
木
藤
助

銅
像
を
鋳
造
（
註
46
）。
そ
し
て
大
正
十
四
年
四
月
に
除
幕
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
、

佐
賀
県
小
城
郡
小
城
町
（
現
・
小
城
市
）
の
桜
岡
公
園
（
現
・
小
城
公
園
）
内
に

あ
っ
た
聖
徳
太
子
尊
像
を
鋳
造
（
註
47
）
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
新
聞
報
道

さ
れ
た
も
の
を
列
挙
し
た
が
、
ほ
か
に
も
鋳
造
作
品
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

ら
銅
像
も
ま
た
戦
時
下
に
金
属
特
別
回
収
で
す
べ
て
失
わ
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
八
日
に
豊
前
市
で
「
乗
桂
小
今
井
潤
治
翁
生
誕
二
百

年
祭
」
の
記
念
事
業
が
挙
行
さ
れ
、
郷
土
の
偉
人
の
顕
彰
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
地

元
で
は
小
今
井
潤
治
に
つ
い
て
、
浄
土
真
宗
寺
院
の
関
係
者
で
知
っ
て
い
る
人
は

多
い
が
、
一
般
市
民
と
な
る
と
小
今
井
潤
治
の
こ
と
を
知
る
人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
い
と
言
わ
れ
る
。
ま
し
て
遠
く
離
れ
た
福
岡
市
や
太
宰
府
市
近
辺
で
知
る
人
は

皆
無
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
筑
紫
高
等
女
学
校
教
師
で
あ
る
彫
刻
家
田
中
雪
窓

が
原
型
を
制
作
し
て
鋳
造
さ
れ
た
、
浄
土
真
宗
の
熱
心
な
門
徒
で
あ
る
実
業
家
小

今
井
潤
治
の
銅
像
に
つ
い
て
、
系
列
校
で
あ
る
筑
紫
女
学
園
大
学
の
紀
要
に
掲
載

す
る
の
は
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
と
思
わ
れ
た
の
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、

本
稿
で
は
敬
称
を
略
し
た
。

ま
た
、
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
近
畿
大
学
九
州
工
学
部
教
授
橋
冨
博
喜
氏
、

福
岡
県
立
美
術
館
学
芸
員
高
山
百
合
氏
、
福
岡
市
博
物
館
学
芸
員
宮
野
弘
樹
氏
を

は
じ
め
と
す
る
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ

七
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ま
す
。

【
註
】

（1）

小
今
井
潤
治
銅
像
が
戦
時
金
属
回
収
令
で
撤
去
さ
れ
た
正
確
な
年
月
は
不
明
で
あ

る
。
当
時
の
新
聞
記
事
に
「
同
省
（
商
工
省
）
で
は
銅
像
の
代
用
品
と
し
て
セ
メ
ン

ト
な
ど
で
丈
夫
な
像
を
つ
く
る
研
究
を
進
め
て
を
り
銅
像
が
持
ち
去
ら
れ
た
後
急
に

寂
し
く
な
る
こ
と
の
な
い
や
う
努
め
て
ゐ
る
」（『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
四
一
（
昭

和
十
六
）年
十
月
二
十
八
日
一
頁
）と
あ
る
。
た
だ
し
、「
豊
前
の
傑
商
万
屋

乗
桂
・

小
今
井
潤
治
の
生
涯
」（
三
浦
尚
司
著
、『
海
路
』
六
号

二
〇
〇
八
年
）
に
は
「
現

在
の
胸
像
は
有
志
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
、
ま
た
『
豊
前
市
制
五

〇
周
年
記
念
写
真
集

ぶ
ぜ
ん
』（
豊
前
市

二
〇
〇
六
年
）
に
は
「
現
在
の
も
の
は

戦
後
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
」
と
あ
る
。

（2）

明
治
十
年
に
本
願
寺
が
宇
島
教
務
所
内
に
設
置
し
た
開
闡
教
校
を
、
二
年
後
に
小

今
井
潤
治
が
職
員
、
生
徒
、
施
設
そ
し
て
経
営
な
ど
一
切
引
受
け
て
、
さ
ら
に
講
堂

や
学
寮
を
新
築
し
て
規
模
を
拡
充
し
乗
桂
校
と
改
称
し
て
開
校
し
た
も
の
。
な
お
、

同
校
は
潤
治
死
後
は
妻
わ
さ
子
刀
自
が
明
治
二
十
六
年
七
月
に
逝
去
す
る
ま
で
維
持

さ
れ
た
。（
井
上
哲
雄
『
真
宗
本
派
学
僧
逸
伝
』
三
四
頁

永
田
文
昌
堂

一
九
七
九

年
）

（3）

銅
像
建
設
費
は
三
三
二
〇
円
六
五
銭
で
、
川
内
寿
一
氏
が
建
設
主
任
と
な
っ
て
町

民
一
般
か
ら
の
寄
付
を
募
っ
て
い
る
。（
北
澤
憲
昭
総
監
修

田
中
修
二
監
修

シ

リ
ー
ズ
・
近
代
日
本
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
1
『
銅
像
写
真
集

偉
人
の
俤
』
一
三
四
頁

ゆ
ま
に
書
房

二
〇
〇
九
年
）

（4）

銅
像
は
大
正
五
年
に
建
設
が
始
ま
り
、
鋳
造
が
竣
工
し
て
十
二
月
十
三
日
に
据
え

付
け
が
終
了
し
た
。
除
幕
式
は
不
日
挙
行
。（『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
一
六
（
大
正

五
）
年
十
二
月
十
六
日
七
頁
）

（5）

碑
文
に
は
こ
の
銅
像
の
作
者
に
関
す
る
こ
と
は
何
も
記
さ
れ
て
な
い
。
た
だ
し
田

中
雪
窓
自
筆
の
履
歴
書
に
は
明
記
さ
れ
て
お
り
、『
銅
像
写
真
集

偉
人
の
俤
』
一
三

四
頁
に
原
型
作
者
は
田
中
雪
窓
と
明
記
し
て
い
る
。

（6）

田
中
雪
窓
の
祖
で
福
岡
藩
御
用
具
足
師
の
初
代
田
中
源
工
貞
増
（
一
七
二
七
〜
九

一
）
は
「
福
岡
呉
服
町
生
」
で
あ
り
、
代
々
家
業
を
継
い
で
き
た
四
代
田
中
源
工
貞

成
も
ま
た
「
呉
服
町
」
に
住
ん
で
い
た
。
従
っ
て
そ
の
子
雪
窓
も
「
呉
服
町
」
生
ま

れ
と
思
わ
れ
る
。（「
田
中
家
系
図
」『
具
足
師
田
中
家
資
料
』
福
岡
市
博
物
館
）

な

お
『
福
岡
県
の
近
代
彫
刻
―
朝
雲
門
弟
と
塑
像
家
た
ち
と
―
』（
福
岡
県
文
化
会
館

（
現
・
福
岡
県
立
美
術
館
）
一
九
八
四
年
）
に
は
「
福
岡
市
呉
服
町
67
番
」
生
ま
れ

と
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

（7）

代
々
大
和
（
奈
良
）
に
お
い
て
武
具
製
造
に
携
わ
っ
て
い
た
岩
井
家
で
あ
っ
た
が
、

岩
井
定
堅
が
京
都
に
で
て
具
足
師
を
し
て
い
た
と
き
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に

筑
前
国
主
黒
田
長
政
に
招
か
れ
福
岡
藩
御
用
具
足
師
と
な
っ
た
。
明
和
六
年
（
一
七

六
九
）
に
そ
の
岩
井
家
か
ら
田
中
家
が
派
生
し
、
雪
窓
の
父
田
中
源
工
貞
成
は
初
代

田
中
源
工
貞
増
か
ら
数
え
て
四
代
目
と
な
る
。（「
田
中
家
系
図
」）

（8）

平
野
吉
蔵
能
栄
は
福
岡
藩
の
足
軽
で
、
福
岡
藩
召
抱
え
の
神
道
夢
想
流
杖
術
の
第

十
五
代
で
あ
る
。
ツ
チ
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
四
月
四
日
の
生
ま
れ
、
田
中

源
工
貞
成
の
先
妻
シ
ヅ
の
後
妻
と
な
る
。
な
お
維
新
の
志
士
平
野
国
臣
は
ツ
チ
の
兄

で
あ
る
。（「
田
中
家
系
図
」）

（9）

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
米
国
人
宣
教
師
Ｃ
・
Ｓ
・
ロ
ン
グ
が
創
立
し
た
プ

七
二



ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
、寄
付
者
の
名
を
冠
し
て
カ
ブ
リ
ー
・

セ
ミ
ナ
リ
ー
（
加
伯
利
英
和
学
校
）
と
命
名
さ
れ
た
。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

に
鎮
西
学
院
と
改
称
。（『
長
崎
県
大
百
科
事
典
』
長
崎
新
聞
社

一
九
八
四
年
）

（10）
「
自
筆
履
歴
書
」。

（11）

東
京
美
術
学
校
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
二
月
に
開
校
し
第
一
回
生
が
入

学
す
る
が
、
同
年
九
月
に
二
回
目
の
生
徒
募
集
が
あ
っ
て
第
二
回
生
が
入
学
し
て
き

た
の
で
、
第
一
回
生
は
す
ぐ
に
二
年
生
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
は
九
月
に
第
一
学
期
が

始
ま
り
、
翌
年
七
月
に
一
箇
年
の
課
程
が
修
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。（
磯
崎
康

彦
・
吉
田
千
鶴
子
『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』
五
〇
頁

日
本
文
教
出
版

一
九
七

七
年
）

（12）

雪
窓
が
二
年
生
に
な
る
明
治
二
十
五
年
九
月
に
、
専
修
科
（
三
年
間
）
は
本
科
（
四

年
間
）
と
改
正
さ
れ
た
が
、
機
械
的
に
二
年
次
を
飛
び
越
え
て
三
年
生
と
な
り
、
明

治
二
十
七
年
七
月
に
当
初
通
り
五
年
間
の
課
程
を
終
え
て
第
二
回
卒
業
生
と
な
っ

た
。（『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』
五
一
頁
）

（13）

雪
窓
が
手
伝
っ
た
の
は
楠
公
像
の
大
袖
な
ど
の
肩
の
部
分
ら
し
い
。（
遺
族
談
『
福

岡
県
の
近
代
彫
刻
』）

（14）
「
牛
物
置
」
の
写
真
の
裏
に
「
明
治
二
十
五
年
九
月
成

雪
窓

明
治
二
十
七
年
四

月
米
国
シ
ガ
（
シ
カ
ゴ
）
博
覧
会
返
送

該
品
ハ
美
術
学
校
生
徒
成
作
品
ト
シ
テ
出

品
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（15）
「
自
筆
履
歴
書
」。
普
通
科
で
は
絵
画
と
木
彫
の
両
方
が
習
得
さ
れ
て
い
た
。（『
東

京
美
術
学
校
の
歴
史
』
五
三
頁
）

（16）

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
九
月
か
ら
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
九
月
ま

で
、
東
京
の
攻
玉
社
中
学
校
（
現
・
攻
玉
社
中
学
校
・
高
等
学
校
）
付
属
女
学
校
の

図
画
講
師
や
、
東
京
美
術
学
校
写
生
画
科
用
石
膏
模
型
の
臨
時
製
作
係
、
お
よ
び
同

校
予
備
校
の
絵
画
科
彫
塑
科
美
術
史
教
授
。
明
治
三
十
七
年
六
月
に
は
高
知
県
師
範

学
校
（
現
・
高
知
大
学
教
育
学
部
）
教
諭
兼
舎
監
さ
ら
に
女
子
師
範
学
校
教
諭
。
明

治
三
十
八
年
七
月
か
ら
九
月
ま
で
、
高
知
市
教
育
会
黒
板
画
法
講
師
、
明
治
三
十
九

年
八
月
に
は
鹿
児
島
県
川
辺
中
学
校
（
現
・
鹿
児
島
県
立
川
辺
高
等
学
校
）
教
諭
に

転
入
し
図
画
科
、
習
字
科
、
植
物
図
係
を
担
当
。
明
治
四
十
二
年
四
月
か
ら
翌
年
四

月
ま
で
は
、
熊
本
市
内
各
小
学
校
を
巡
回
し
て
国
定
教
科
書
の
図
画
教
授
法
を
指
導

す
る
教
師
に
委
嘱
さ
れ
る
。
明
治
四
十
二
年
五
月
か
ら
は
尚
絅
高
等
女
学
校
（
現
・

尚
絅
中
学
校
・
高
等
学
校
）
教
諭
に
転
入
、
さ
ら
に
熊
本
女
学
校
教
授
も
委
嘱
さ
れ

た
。（
自
筆
履
歴
書
）

（17）

雪
窓
が
東
京
美
術
学
校
在
学
中
に
、
筑
前
の
志
士
平
野
国
臣
を
敬
慕
す
る
が
そ
の

面
貌
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
、
美
術
を
志
す
甥
と
し
て
国
臣
の
兄
弟

姉
妹
が
生
存
中
に
聞
き
取
り
し
て
肖
像
画
を
描
く
こ
と
を
発
起
す
る
。
試
作
し
て
は

筑
前
に
生
存
し
て
い
る
同
志
ら
に
見
せ
て
助
言
を
得
、
国
臣
が
泊
ま
っ
た
京
都
の
旅

館
の
女
将
を
訪
ね
て
意
見
を
聞
い
た
り
、
あ
る
い
は
豊
岡
藩
に
幽
閉
中
に
側
に
て
世

話
を
し
て
い
た
人
に
服
装
や
所
持
品
に
い
た
る
ま
で
の
詳
細
な
情
報
を
取
材
し
、
教

務
多
忙
の
な
か
八
年
か
け
て
肖
像
画
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。（
田
中
雪
窓
「
肖
像
由
来

記

平
野
国
臣
先
生
之
像
」『
具
足
師
田
中
家
資
料
』
福
岡
市
博
物
館
）

（18）
「
美
術
学
校
教
授
高
村
光
雲
の
監
督
下
に
て
田
中
助
太
郎
が
原
型
を
製
作
す
る
こ
と

に
な
つ
た
」（『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
九
月
二
十
五
日
五
頁
）。

「
像
は
高
村
光
雲
と
田
中
助
太
郎
の
合
作
」（『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
二
一
（
大
正

十
）
年
九
月
十
七
日
二
頁
）。「
平
野
国
臣
の
銅
像
も
高
村
光
雲
氏
の
指
導
の
下
に
氏

が
主
と
し
て
原
型
を
作
つ
た
も
の
で
あ
る
」（『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
三
一
（
昭
和

七
三



六
）
年
二
月
七
日
二
頁
）。

（19）

田
中
家
は
日
蓮
宗
で
、
菩
提
寺
は
博
多
区
千
代
の
法
性
寺
で
あ
る
。（「
田
中
家
系

図
」）

（20）

芳
崖
の
デ
ス
マ
ス
ク
な
ど
関
係
資
料
を
収
集
す
る
な
ど
研
究
し
て
原
型
を
制
作
し

た
。（『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
九
月
十
九
日
二
頁
）

（21）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
七
月
三
日
二
頁
。

（22）
『
銅
像
写
真
集

偉
人
の
俤
』
五
四
頁
。

（23）
「
軍
神
吉
岡
大
佐
銅
像
」『
筑
紫
史
談
』
第
三
十
七
集
五
二
頁

筑
紫
史
談
会

一

九
二
六
年
。

（24）
『
福
岡
県
の
近
代
彫
刻
』
七
八
頁
。

（25）
「
加
藤
司
書
銅
像
除
幕
」『
筑
紫
史
談
』
第
四
十
六
集
五
四
頁

筑
紫
史
談
会

一

九
二
九
年
。

（26）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
二
月
二
日
三
頁
。
加
藤
司
書
顕
彰

会
か
ら
は
忠
実
熱
心
に
原
型
制
作
に
従
事
し
た
こ
と
へ
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
て
い
る

（
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
八
月
）。

（27）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
七
月
七
日
七
頁
、『
福
岡
県
の
近

代
彫
刻
』
七
八
頁
。
現
在
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
筑
後
地
区
セ
ン
タ
ー
構
内
に
あ
る
胸

像
の
台
座
に
あ
る
頌
徳
文

一
九
七
二
年
。

（28）

篠
原
正
一
『
久
留
米
人
物
誌
』
菊
竹
金
文
堂

一
九
八
一
年
。

（29）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
四
月
三
日
七
頁
。

（30）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
七
月
四
日
三
頁
。

（31）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
三
月
二
十
六
日
七
頁
。

（32）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
四
月
二
十
四
日
二
頁
。
六
月
一
日

七
頁
。
福
岡
美
術
会
長
石
橋
愛
太
郎
の
弔
詞
（
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
二
月
十
三

日
）。

（33）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
二
月
七
日
二
頁
。
自
筆
履
歴
書
に
は

後
世
の
別
筆
で
「
二
月
二
日
死
亡
に
よ
り
退
職
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（34）

大
学
通
一
丁
目
の
石
橋
鋳
造
所
の
場
所
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
た
だ
し
「
石
橋

鋳
造
所
」
は
『
福
岡
市
縦
横
詳
細
地
図
』
第
九
版
（
昭
和
十
三
年
版
・
銀
洋
社
）
で

は
「
大
学
通
二
丁
目
」
の
北
側
の
「
千
代
橋
通
」
電
停
の
と
こ
ろ
に
記
載
さ
れ
て
い

る
が
、『
福
岡
商
工
案
内
地
図
』（
昭
和
七
年
）
の
千
代
橋
通
電
停
の
同
場
所
に
は
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。

（35）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
三
月
十
七
日
三
頁
、
五
頁
。

（36）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
四
月
十
六
日
二
頁
。

（37）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
五
月
二
十
日
五
頁
。

（38）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
二
月
八
日
九
頁
。

（39）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
四
月
二
十
九
日
七
頁
。

（40）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
二
月
八
日
九
頁
。
水
江
浩
吉
（
マ
マ
）

の
寿
像
が
石
橋
鋳
造
工
場
で
一
九
一
四
年
に
竣
工
し
（『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
一
四

（
大
正
三
）
年
九
月
二
十
六
日
七
頁
）、
二
年
後
に
除
幕
式
が
大
分
県
宇
佐
郡
の
自
邸

で
お
こ
な
わ
れ
た
（『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
五
月
十
一
日
七
頁
）

と
い
う
記
事
も
あ
る
。

（41）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
五
月
二
十
五
日
七
頁
。

（42）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
十
二
月
十
六
日
七
頁
。

（43）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
九
月
二
十
三
日
二
頁
。

（44）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
九
月
二
日
二
頁
。

七
四



（45）
『
銅
像
写
真
集

偉
人
の
俤
』〔
図
版
篇
〕
三
一
〇
頁
。

（46）
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
十
一
月
六
日
三
頁
の
記
事
で
は
「
石

橋
鋳
造
所
」
制
作
と
な
っ
て
い
る
が
、『
銅
像
写
真
集

偉
人
の
俤
』〔
図
版
篇
〕
三

一
〇
頁
で
は
鋳
造
者
は
「
佐
藤
卯
助
」
と
な
っ
て
い
る
。

（47）
『
銅
像
写
真
集

偉
人
の
俤
』〔
図
版
篇
〕
四
八
頁
。

【
資
料
】

（1）

台
座
正
面
嵌
入
青
銅
製
題
字

「
小
今
井
潤
治
像
」

（2）

台
座
背
面
嵌
入
青
銅
製
銘
板

「
豊
之
鵜
洲
風
光
明
媚
北
控
防
長
三
十
六
洋
南
負
油
布
彦
岳
一
帯
連
山
偉
人
乗
桂

翁
生
于
此
地
焉
古
稱
山
川
霊
淑
之
気
磅
礴
鬱
積
生
偉
人
蓋
右
果
然
者
乎
翁
諱
末
廣

通
稱
助
九
郎
後
改
潤
治
／
豊
前
築
上
郡
宇
島
町
亀
安
正
廣
第
三
子
妣
大
江
氏
以
文

化
十
一
年
八
月
十
六
日
生
幼
而
頴
悟
叔
父
小
今
井
助
右
衛
門
養
而
為
嗣
以
長
女
配

之
乃
冒
其
姓
家
卅
業
商
翁
刻
苦
多
年
／
深
達
斯
道
之
秘
奥
見
機
如
神
億
則
屡
中
運

籌
多
出
常
人
意
表
此
諸
炎
漢
英
傑
兼
准
陰
留
侯
之
智
勇
即
商
界
之
名
将
也
是
以
欲

付
驥
尾
者
靡
然
来
従
翁
督
此
輩
縦
横
馳
駆
気
圧
万
軍
勢
／
如
猛
虎
遂
群
羊
眼
中
無

勁
敵
矣
翁
常
曰
狃
勝
非
智
者
不
失
退
守
之
時
一
進
一
退
必
適
其
機
故
能
致
巨
万
之

富
世
人
称
九
州
素
封
必
先
屈
指
於
鵜
州
萬
屋
萬
屋
者
小
今
井
氏
店
舗
之
号
／
也
明

治
戊
寅
造
汽
船
龍
丸
後
又
造
大
龍
丸
竭
力
於
航
海
業
是
為
商
船
会
社
之
起
原
云
翁

自
奉
薄
而
厚
賙
窮
民
毎
歳
所
施
米
四
百
十
余
石
金
八
千
余
円
云
又
累
歳
修
繕
宇
島

港
也
翁
／
屡
代
一
般
町
民
負
担
其
費
用
投
巨
貨
以
成
之
於
是
町
民
益
服
其
徳
景
慕

之
情
猶
赤
子
於
慈
母
也
翁
多
年
蒙
小
倉
千
束
両
藩
之
命
専
竭
心
力
以
勤
其
事
又
屡

献
金
助
其
用
度
由
是
両
藩
／
主
屡
賞
其
功
労
賜
名
刀
書
画
幅
等
且
累
陞
秩
従
大
里

正
進
上
士
特
列
馬
廻
班
実
可
謂
一
家
之
光
栄
也
又
有
馬
中
津
藩
尽
力
藩
主
賜
物
賞

之
廃
藩
以
後
益
致
誠
于
公
事
明
治
甲
戌
献
一
／
千
金
於
小
倉
県
庁
以
供
興
学
之
資

是
歳
村
民
失
火
延
焼
二
十
三
戸
翁
捐
八
百
五
十
金
以
救
之
官
賜
銀
盃
賞
之
是
歳
又

為
道
路
修
繕
費
出
一
千
金
官
特
賜
三
重
銀
盃
以
賞
之
翌
歳
町
／
民
復
罹
火
災
又
施

四
百
六
十
金
後
特
起
土
木
之
事
俾
窮
民
得
工
銭
以
便
糊
口
也
丙
子
歳
又
出
一
千
金

以
供
県
下
小
学
資
官
賜
三
重
銀
盃
賞
之
其
他
義
挙
甚
多
慶
応
以
来
捐
金
不
下
二
／

十
万
金
其
事
蹟
載
在
別
記
翁
夙
帰
依
仏
法
喜
真
宗
二
諦
之
妙
教
至
晩
年
道
念
弥
深

雖
自
処
世
務
而
常
念
報
仏
恩
手
不
釈
念
珠
如
其
仏
室
輪
奐
而
華
麗
宏
莊
而
清
浄
故

入
其
室
者
自
然
／
生
崇
仰
之
念
毎
朝
翁
自
作
礼
誦
使
家
族
皆
列
其
後
同
音
和
之
苟

為
求
法
不
遠
千
里
屡
訪
知
識
於
都
鄙
又
屈
請
高
僧
于
自
邸
以
聞
法
為
無
上
之
楽
翁

嘗
夢
宇
佐
宮
之
神
輿
入
其
邸
翌
日
／
有
客
携
釈
尊
説
法
七
処
九
会
之
画
来
曰
是
素

所
貼
于
宇
佐
神
輿
内
之
物
王
政
維
新
後
除
之
展
転
帰
于
我
請
大
人
幸
購
之
翁
感
昨

夢
非
偶
然
直
応
其
需
装
潢
蔵
于
家
翁
頻
年
上
京
詣
本
／
山
屡
有
所
進
納
蓋
崇
敬
之

念
不
能
自
己
也
由
是
法
主
明
如
上
人
寵
遇
殊
渥
毎
上
京
輒
賜
謁
見
乗
桂
之
法
諱
即

法
主
所
賜
也
又
親
書
自
製
和
歌
於
短
冊
及
懐
紙
賜
之
其
他
親
書
額
字
正
／
信
偈
和

讃
一
部
趙
子
昴
帰
去
来
書
画
幅
同
人
馬
画
幅
及
銀
天
目
等
所
賜
不
遑
枚
挙
又
任
本

山
勘
定
及
津
村
別
院
勘
定
甲
戌
歳
光
専
寺
檀
徒
議
本
堂
改
築
之
事
謀
諸
翁
喜
出
三

千
五
百
／
金
其
他
正
圓
寺
本
堂
正
法
寺
厨
房
教
圓
寺
本
堂
本
門
等
皆
由
翁
之
力
而

得
改
築
者
也
古
表
宮
拝
殿
足
切
神
社
参
拝
道
等
亦
然
乙
丑
之
役
小
倉
藩
収
諸
寺
洪

鐘
以
鋳
巨
砲
従
此
諸
寺
久
／
缼
法
器
翁
以
為
憾
乃
投
巨
資
而
鋳
造
五
十
八
基
納
之

諸
寺
従
此
華
鯨
朝
夕
殷
々
能
俾
聞
者
忽
覚
塵
魂
頓
発
道
念
皆
翁
之
力
也
乙
亥
歳
翁

七
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納
大
蔵
経
於
我
寺
先
人
嘗
願
購
之
方
募
浄
縁
／
受
若
子
帙
於
黄
檗
山
然
未
逮
十
中

之
三
翁
乃
投
巨
資
貸
受
檗
本
二
百
余
帙
補
其
不
足
於
是
乎
始
至
見
完
備
矣
丁
丑
冬

捐
五
百
金
於
楽
善
社
以
補
助
其
慈
恵
之
業
明
治
九
年
官
許
国
民
之
／
信
教
自
由
従

此
外
教
将
漸
蔓
延
翁
憂
之
且
深
慮
宗
門
之
前
途
毎
接
緇
流
概
然
説
曰
今
日
宗
門
之

急
務
偏
在
于
養
育
人
才
十
二
年
以
独
力
設
宗
乗
専
門
之
学
黌
名
曰
乗
桂
教
校
聘
東

陽
／
勧
学
等
諸
師
盛
施
教
育
其
名
馳
于
四
方
一
宗
之
学
徒
自
遠
通
負
芨
麕
集
学
業

隆
盛
非
他
黌
之
所
企
及
翁
之
宿
志
於
是
乎
始
成
爾
来
駸
々
殆
至
十
年
之
久
此
間
入

学
者
凡
三
千
人
今
日
／
吾
宗
門
之
干
城
多
出
於
此
校
矣
其
所
費
金
額
凡
二
十
万
金

云
報
仏
恩
之
経
営
莫
大
焉
翁
在
浪
華
別
邸
一
夕
暴
疾
医
薬
不
及
而
歿
実
明
治
二
十

年
七
月
十
三
日
也
享
年
七
十
有
四
翌
日
／
仮
殮
越
十
七
日
帰
葬
于
宇
嶋
櫨
山
先
塋

之
次
配
小
今
井
氏
有
五
男
五
女
長
子
高
之
助
早
世
二
女
嫁
菅
原
氏
有
故
大
帰
早
歿

第
二
子
宗
治
嗣
無
幾
亦
歿
其
他
男
女
皆
夭
宗
治
無
子
宗
族
／
胥
議
俾
翁
之
侄
小
今

井
正
史
継
其
後
翁
之
歿
距
今
始
三
十
年
矣
然
郷
民
皆
浴
其
遺
沢
景
慕
不
己
今
茲
有

志
諸
士
醵
資
将
建
翁
之
銅
像
勒
其
功
績
伝
諸
不
朽
属
銘
于
余
々
乃
拠
状
詮
叙
／
係

之
以
銘
銘
曰

豊
有
偉
人

商
界
之
傑

富
致
鉅
万

厥
心
高
潔

常
図
公
益

万
金
屡
捐

恤
窮
済
衆

恵
沢
普
延

夙
敬
三
賛

浄
信
堅
固

建
黌
育
英

法
城
維
護

郷
民
追
慕

鋳
像
樹
碑

道
徳
千
載

永
仰
英
姿

大
正
五
年
丙
辰
十
月

本
願
寺
耆
宿

利
丼
明
朗
題
額

龍
谷
勧
学

松
島
善
海
撰
文
」

（3）

同

下
方
嵌
入
青
銅
製
銘
板

「
建
設
委
員
／
小
畑
兵
三
郎
／
辛
島
並
家
／
中
尾
欣
治
／
川
内
壽
一
／
宗
吾
郎
／

豊
島
菊
太
郎
／
福
岡
大
学
通
一
丁
目
／
鋳
造
所

石
橋
卯
之
吉
／
同

勘
助
／
博

多
横
町
／
石
工

國
松
藤
次
郎
／
同

藤
七
」

（4）

石
碑

表
碑
文

「
浄
土
真
宗
乗
桂
校
旧
跡
／
尊
由
書

（
印
）」

（5）

同

裏
碑
文

「
翁
去
リ
マ
シ
テ
四
十
八
年

恭
敬
合
掌

師
逝
キ
マ
シ
テ
三
十
二
年

二
千
五
百
九
十
三
年
建
之

財
施
主

小
今
井
潤
治
翁

法
施
師

東
陽
圓
月
和
上

浄
財
額

金
弐
拾
余
万
円

所
化
衆

総
人
員
参
千
人

」
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（
た
な
べ

た
か
お：

人
間
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
）

① 小今井潤治銅像台座
（橋冨博喜氏撮影 2016年）

③ 銅像台座背面嵌入青銅製銘板「撰文」
（橋冨博喜氏撮影 2016年）

④ 田中雪窓
（『福岡県の近代彫刻』福岡県立美術館より転載）

② 小今井潤治
（豊前市教育委員会生涯学習課文化芸術係提供）
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